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地域連携活動の概要

連携先の企業等の意⾒または評価
【連携した結果に対する意⾒または評価】
「とらいあんぐるA型さんとは、お隣さんとして昨年４月から良いお付き合いをさせてもらい、定期的にお好み焼きいしも
とのメニュー開発に一緒に取り組んで頂いています。生椎茸だけでなく、乾燥椎茸や粉末椎茸を活用しながら、お好み焼
き・鉄板焼き・汁物・デザート等のメニュー開発ができており、常連客さんからもご好評を得ています。」※石本様 談
【今後の連携強化に向けた課題】
「定期的に地産地消イベントを開催していますが、まだ常連客さんの来店がほとんどで、新しいお客さんへのアピールはで
きていません。今後はグルメサイトやSNSなども活用しながらアピールする機会を増やすことで、デリバリーへの取り組み
を強めて⾏こうと考えています。
とらいあんぐるA型さんの関係者の皆さんへも、イベントや来店告知もお願いできたら幸いです。」※石本様 談

連携先企業名 お好み焼きいしもと 担当者名 石本様

【活動場所】お好み焼きいしもと
【実施日程】令和５年４月〜隔月１回ペース
【実施した生産活動・施設外就労の概要】弊社で栽培した椎
茸を活用したメニュー開発とレシピ紹介
【利用者数】各回１〜２名

【活動の様子の写真】

【成果物の写真】

【活動内容の追加コメント】
メニュー開発はお好み焼き・汁物など多岐にわたります。

【地域連携活動のねらい】地域の方に椎茸を活用したメ
ニューとレシピ紹介を⾏い、とらいあんぐる椎茸の認知を広
め、今後の売上につなげていく。
【地域にとってのメリット】地元で作られる安全安心な食べ
物を購⼊し、調理の幅を広げることができる。
【対象者にとってのメリット】地域との触れ合いを通じて、
生産者としての自覚と、美味しいと喜ばれることによる仕事
のやりがいを感じることができる。

【実施した結果】定期的に地産地消イベントを開催すること
で、お好み焼きいしもとの来店客増加に寄与するとともに、
とらいあんぐる椎茸の定期的な仕⼊れ購⼊にもつながった。
【得られた成果】利用者に一緒にメニュー開発に関わっても
らうことで、椎茸栽培の生産者としての自覚と主体性を高め
ることができた。
【課題点】お好み焼きいしもとへ来店できる方への訴求のみ
だったため、今後はデリバリーを通じた拡販が必要となる。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 サポートセンターとらいあんぐるＡ型 事業所番号 3410118974

住 所 広島市安佐北区倉掛２丁目１５－２０ 管理者名 小池 宏典

電話番号 ０８２－８４３－０１６１ 対象年度 令和５年度
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